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機会を与えて

くれる非常に有りがたい存在と言える，と考えており

ます．そのような学術的な情報に加えて，学会やシン

ポジウムの一般的な“楽しみ方”を教えてくれる報告

も多々見受けられます．分野が違うと，これほどまで

にシンポジウムの形態や議論の進め方の流儀が異なる

ものか，と驚かされることが度々です．

さて，今月号の「天気」には，2016年度春季大会の

プログラムが掲載されています．前回の京都で

編集後記：私が編集を担当している原稿の多くはシン

ポジウム報告です．今月号にもシンポジウム報告が掲

載されていますが，このカテゴリーの原稿の大きな特

徴は，最新の研究動向を分かりやすく，かつ丁寧に紹

介してくれていることです．最近の気象学は幅広く細

分化されているので，分野の異なる門外漢にとっては

最新の情報に手軽にキャッチアップする 稿から

学んだことを基に自分な

の2015

年度秋季大会が（個人的には）昨日のことのように思

われ，如何ともし難い時の流れの速さに改めて驚いた

ところですが，多彩な「天気」シンポジウム原

をプログラム片

手に練り始めた

りに構築した“楽しみ方”を

来る春季大会において試すための作戦

です．

（庭野匡思)

ころ思ったいと と

論 紹文学位

編集委員会だより

「

強く推奨しま

す．一括投稿の場合の代表者は教官でなくても

介」投稿のお願い

「天気」では毎年，過去３年度の間の大気科学に関

係する博士および修士論文の紹介を行っています．以

下の要領に従って奮って投稿していただくようお願い

いたします．

１．個人からの投稿及び研究室等からの一括投稿のい

ずれも受け付けますが，規模の大きな研究室はお誘

い合わせの上で一括投稿なさることを

さい．電子メールには，記入済みエクセル

ファイルを必ず添付して下さい．送り状は不要で

す．

４．著者名や論文題名は投稿された通りに記載しま

す．ご注意下さい．

５．投稿者に対する原稿受領の連絡と，記事内容の確

認が必要な場合の問い合わせは，電子メール，やむ

を得ない場合は他の方法により担当編集委員が行い

ます．投稿後１か月を経ても連絡がない場合は，投

稿先（gakui＠metsoc.jp）に問い合わせるようお願

いします．

結構

です．

２．対象論文は過去３年度の間に（今回は2013年４月

１日から2016年３月31日まで），修士あるいは博士

の学位が授与された大気科学に関係する論文としま

す．外国の大学・大学院から授与されたものも対象

に含めますが，すでに「天気」の学位論文紹介欄に

掲載された論文は除外します．

３．投稿者は「天気」WEBページ（http://www.

metsoc.jp/tenki/index.php?学位論文）から，投稿

用の雛形エクセルファイル（http://www.metsoc.

jp/tenki/files/gakui hinagata.xls）をダウンロー

ドしてください．その雛形ファイルに，

(1)大学・大学院・研究科・専攻名

(2)博士論文（論文博士）・博士論文（課程博士）・

修士論文の別

(3)学位取得の年（西暦）・月

(4)著者名およびフリガナ

(5)論文題名（外国語論文の場合は原題名及びあれ

ば和訳名）

の５項目を明記して下さい．そして，2016年６月30

日までに，投稿者の氏名，連絡先，電話番号，

FAX番号，電子メールアドレスを記入した電子

メールを，担当編集者（gakui＠metsoc.jp）まで送

付して下


